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わたしたちのまち 久喜      ～みんなですすめるまちづくり～ 

①  わたしたちのまち 久喜市を知ろう 

わたしたちのまち、久喜市は、豊かな自然を背景に、道路や鉄道など交通網
こうつうもう

を生かした

まちづくりを進めてきました。都市と自然が調和したまちとして、今、注目を浴びていま

す。これから、みんなでいっしょに久喜市のまちづくりをしていきましょう！ 

位置・面積 

久喜市は、関東平野のほぼ中央に当たる埼
さい

玉
たま

県の東北部に位置し、都心まで50km圏
けん

内にあります。面積は82.41km2で、地形は、おおむね平坦
へいたん

です。また、利根川、中川

等の多くの河川
か せ ん

や用水路に恵
めぐ

まれています。気候は、夏は高温
こうおん

多湿
た し つ

、冬は低温
ていおん

乾燥
かんそう

です。 

交通 

道路に関しては、東北
とうほく

道
どう

や圏
けん

央
おう

道
どう

、国道４号、国道１２２号、国道１２５号といった

大きな道路が整備されていて、交通の便が大変良いです。 

圏央道の整備が進み、都心を通らないで関
かん

越
えつ

道
どう

、中央
ちゅうおう

道
どう

、常磐
じょうばん

道
どう

、東名
とうめい

高速
こうそく

や成
なり

田
た

空港にアクセスできるようになりました。 

鉄道は、ＪＲ宇都宮線、東武伊勢崎
い せ さ き

線、東武日光線が乗り入れていて、市内には３路

線、５駅があります。 

 

さいたま栗橋線

ＪＲ上越新幹線

ＪＲ東北新幹線

国道４号

東武伊勢崎線

東武日光線

利根川

久喜IC

白岡菖蒲IC

鷲宮駅

国道125号

川越栗橋線

久喜白岡
ＪＣＴ

南栗橋駅

圏央道

東北道

ＪＲ宇都宮線

久喜駅

東鷲宮駅

国道122号

栗橋駅

菖蒲PA
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人口 

令和7（20２5）年 1月 1日現在、人口は150,976人（住民
じゅうみん

基本
き ほ ん

台帳
だいちょう

人口
じんこう

）であ

り、埼玉県人口の2.0％を占め、県内40市中第11番目の人口規模
き ぼ

の都市です。 

年少人口（15 歳
さい

未満）は15,692人、構成比は10.3％であり、埼玉県全体の年少

人口構成比11.2％よりやや低くなっています。 

高齢者
こうれいしゃ

人口（65 歳以上）は 47,887人、高齢化
こうれいか

率は31.7％であり、埼玉県全体の

高齢化率26.9％をやや上回っています。 

出典：総務省統計局ホームページより 

名所・旧跡 

 

 

 

 

神明
しんめい

神社
じんじゃ

 

大イチョウ 

青毛
あ お げ

堀川
ぼりかわ

桜
さくら

並木
な み き

 

◆久喜市の「いいところ」「もう少し！」というところを話し合おう！ 

高さ 28m。樹齢
じゅれい

500

年と伝えられていま

す。 

約 550ｍの参道林と

境内
けいだい

林からなる、自

然豊かな社
しゃ

叢
そ う

です。 

関東最古の神社と

言われてきた由緒
ゆいしょ

あ

る神社です。 

番士
ば ん し

4 人が置かれ、

250 年間続きました。 

喜橋から吉羽大橋ま

でのソメイヨシノ並木

です。 

全長 100ｍを超
こ

える

前方後円墳で、6 世

紀後半に造られたと

考えられています。 

    ２ 

鷲宮
わしのみや

神社
じんじゃ

 

 

栗橋
く り は し

関所
せきしょ

跡
あと

 

天王山
てんのうやま

塚
づか

古墳
こ ふ ん
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②② まちづくりと自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

 

 

 

 

 

 

 

                               

 

「地方
ち ほ う

自治
じ ち

」って何ですか？ 

 地方
ち ほ う

自治
じ ち

という言葉を新聞で見たり、テレビのニュースで聞いたりしたこと

がありますか？地方
ち ほ う

自治
じ ち

とは、これまで国でしていたことを県や市町村でする

ことを言います。県でできることは県で、市町村でできることは、市町村です

ることで、それぞれの“まち”の特色を活かした魅力的
みりょくてき

な「まちづくり」をす

ることができます。身近なところから「まちづくり」を行い、その「まちづく

り」をみんなのチカラですすめていくことは、“わたしたちのまち”、久喜市を

よりよくするために大切なことです。 

 

 

  

「まちづくり」ってどういうことだろう。まちを良くしていくってむず

かしそうだなぁ。 

みんなも「まちづくり」に参加しているはずだよ。みんなで、学校

のまわりのごみ拾いをしたり、防災訓練に参加したりすることも

「まちづくり」っていえるよ。 

まちには、子どもからお年寄りまでいろいろな人が暮らしているよ

ね。でも、いろいろな人がいっしょに「まちづくり」を進めていくと、意

見が分かれるときもあるよね。そういうときは、どうするのかなぁ？ 

みんなでいっしょに何かをするには、ルールが必要になるよ

ね。学級会にルールがあるように、「まちづくり」にもルールが必

要。それが、「自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

」なんだ。『自治』とは、自分たちで

決めること。『基本』とは、おおもとになる大切なこと。『条例』と

は、まちのルール。「自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

」は、よりよいまちにしていく

ための大切なルールなんだ。 

◆「まちづくり」に必要なルールについて話し合ってみよう！ 

◆どんな人たちが「まちづくり」と関係があるのか話し合ってみよう！ 

    ３ 
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③ 自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

に書いてあること 

自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

には、みんなのチカラで「まちづくり」をすすめるための大

切にすべきことが書いてあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

久喜市をよりよいまちにするため、市民のみなさんが、自分たちの

こととして「まちづくり」の取り組みに加わることやおたがいの意見や考

え方を大切にし、協力して「まちづくり」に取り組むことです。 

例えば、市と地域の人たちでいっしょにごみ拾いなどの清掃
せいそう

活動を

することもその一つです。 

 

参加と協働
きょうどう

と

はどういうこと

なの？

 

久喜市をよりよいまちにするため、市民のみなさんが、コミュニティ

活動に関心をもち、参加することです。 

例えば、自分の住む地域のコミュニティ協議会
きょうぎかい

の活動に参加する

こともその一つです。 

コミュニティの 

推進
すいしん

とはどうい

うことなの？

 

久喜市をよりよいまちにするため、市が市民のみなさんに積極的

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

することなどで、情報を共有することです。 

例えば、「広報くき」などの広報紙とか、市のホームページなどで市

の活動を積極的に公開しています。 

情報の公開と 

共有とはどうい

うことなの？

 

 

◆「久喜市自治基本条例」を実際に読んでみよう！ 

協働のまちづくり 

市 民 

コミュニティ 

議 会 市 長 等 

条例（まちのルール）や予算
よ さ ん

（まちのお金

の使い方）などを決めます。 

 

市内に住んでいる人（個人や団体） 

働いている人（個人や団体） 

学んでいる人（個人や団体） 

をいいます。 

「まちづくり」の主人公です。 
 

お年寄りや障がいのある方に福祉
ふ く し

サービスを提供

したり、道路や公園をつくるなどの仕事をします。 

 

地域をよくするための活動

を目的とする人のつながり

や組織をいいます。 

    ４ 
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④ みんなで一緒
いっしょ

にまちづくりに取り組もう 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

☆彡 ボランティア活動に参加するときは、手帳を持っていって、 

ハンコをもらい素敵な記念品をもらおう！       ☆彡 

３月に開催される久喜マラソン大会は、子

どもから大人まで参加できる大会です。マ

ラソンのほかにも楽しいイベントがありま

す。大会のボランティアも募集しています。 

      

久喜マラソン大会 

子ども大学くきは、市内在住の小学 4～6

年生のいろいろな学校・学年の子どもたち

が学ぶ、子どものための大学です。大学の

先生や専門家から、わかりやすく、楽しく学

べます。 

 

子ども大学くき 

自治会や子ども会などで、ごみ拾いなどの

清掃活動をしています。また、アルミ缶
かん

や

古紙類（古新聞や雑誌）などをリサイクルす

るために集める活動もしています。 

 

清掃活動・資源回収 

災害から自分たちの地域を守るため、実際

に消火器を使う消火訓練やアルファ米など

の非常食を使った炊
た

き出し訓練などをして

います。 

 

防災訓練 

青色回転灯を装備した防犯パトロール車

（青パト）で学校の周辺をパトロールしたり、

通学路で登下校中の子どもたちを見守る活

動をしています。 

 

防犯活動 

◆広報くき、ホームページで、市の取り組みを調べてみよう！ 

◆今まで参加した活動、これから参加したい活動について話し合ってみよう！ 

久喜市の歴史・文化を子どもから大人まで

たくさんの人が学べるよう活動をしていま

す。 

 

 

歴史・文化を伝える 

    ５ 

どれに参加しようかな？ 
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久喜市自治
じ ち

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

（前文
ぜんぶん

） 

久喜市は、関東平野のほぼ中央に位置し、豊かな自然に恵まれるとともに、交通の要所
ようしょ

として江戸時代には舟運
しゅううん

が栄え、現在も道路や鉄道など交通網
こうつうもう

の拠点
きょてん

として発展を続けて

います。また、神社や祭りなど、先人
せんじん

が築いた貴重な伝統・文化を受け継
つ

ぎ、大切に育
はぐく

ん

できたまちです。 

近年、市政
し せ い

をとりまく社会環境は、地方
ち ほ う

分権
ぶんけん

の推進
すいしん

、少子
しょうし

高齢化
こうれいか

、住民意識の多様化な

どにより大きく変貌
へんぼう

してきており、住みよい地域社会を次世代に引き継ぐには、地方
ち ほ う

自治
じ ち

の再構築
さいこうちく

や行政
ぎょうせい

運営
うんえい

の見直し等が求められています。 

このため、久喜市は、開かれた市政
し せ い

運営
うんえい

を行うとともに、市民と市が互
たが

いに信頼関係を

構築
こうちく

し、それぞれの役割と責任を果たして公共的な課題の解決に当たる協働のまちづくり

を推進していくことが重要です。このような認識のもとに、市民と市は、共に力を合わせ

て協働し、個性豊かで活力に満ちた安全安心な地域社会をつくり、次世代に受け渡してい

くことを誓
ちか

います。 

ここに、久喜市は、市政
し せ い

運営
うんえい

の基本原則とその仕組みを明らかにし、市政全般
ぜんぱん

にわたる

指針
し し ん

としてこの条例を制定
せいてい

します。 

 

子どもの権利条約
じょうやく

 

「児童の権利に関する条約
じょうやく

（子どもの権利条約
じょうやく

）」は、子どもの基本的人権を国際的に

保障するために定められた条約
じょうやく

です。 

１８歳未満の児童（子ども）を権利をもつ主体と位置づけ、おとなと同様ひとりの人間

としての人権を認めるとともに、成長の過程
か て い

で特別な保護や配慮
はいりょ

が必要な子どもならでは

の権利も定めています。 

前文
ぜんぶん

と本文
ほんぶん

５４条
じょう

からなり、子どもの生存
せいぞん

、発達、保護、参加という包括的
ほうかつてき

な権利を実

現・確保
か く ほ

するために必要となる具体的な事項を規定
き て い

しています。 

１９８９年の第４４回国連
こくれん

総会
そうかい

において採択
さいたく

され、１９９０年に発効
はっこう

しました。日本は 

１９９４年に批准
ひじゅん

しました。 
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 令和元年９月作成 

 令和４年１月改訂 

 令和４年１０月改訂 

 令和６年１月改訂 

 令和７年３月改訂 

 令和 8年 2月改訂 

【発 行】 久喜市自治基本条例推進委員会 

【問合せ】 久喜市役所 市民部 市民生活課 

TEL 0480-22-1111（内線2621・2651）  

FAX 0480-22-3319 

E メール shiminseikatsu@city.kuki.lg.jp 

久喜提
ちょう

燈
ちん

祭り「天王様」の様子 


